
❶名称類似に関する事例

注意を要する名称類似医薬品の組み合わせ

薬局ヒヤリ ･ハット分析表� 2015年

　ヒヤリ・ハット事例のうち、名称類似に関する「薬剤取違え」の事例が２１１件報告されています（集
計期間：２０１５年１月１日～１２月３１日）。このうち、主な薬効の異なる組み合わせ及び成分の異
なるハイリスク薬を含む組み合わせは特に注意が必要です。２０１４年に引き続き２０１５年にも報
告された注意を要する「名称類似医薬品」の組み合わせを以下に示します。

医薬品名（主な薬効） 医薬品名（主な薬効）

アスパラカリウム
無機質製剤

アスパラ－ＣＡ
カルシウム剤

アテレック
血圧降下剤

アレロック
その他のアレルギー用薬

クラリス
主としてグラム陽性菌，マイコプラズマに作用するもの

クラリチン
その他のアレルギー用薬

ノイロトロピン
解熱鎮痛消炎剤

ノイロビタン
混合ビタミン剤（ビタミンＡ・Ｄ混合製剤を除く。）

ノボラピッド
その他のホルモン剤（抗ホルモン剤を含む。）

（ハイリスク薬）

ノボリン
その他のホルモン剤（抗ホルモン剤を含む。）

（ハイリスク薬）

ムコスタ
消化性潰瘍用剤

ムコダイン
去たん剤

ユベラ
ビタミンＥ剤

ユベラＮ
その他の循環器官用薬

※１　「主な薬効」とは、その医薬品の個別医薬品コード先頭３桁の医薬品分類を示す。
※２　「名称類似医薬品」とは、頭文字が２文字以上一致している医薬品の組み合わせ、もしくはそれ以外で報

告事例に名称が類似していることにより取違えたことが記載されている医薬品の組み合わせとした。
※３　薬局ヒヤリ・ハット事例収集・分析事業平成２７年年報　１０８頁　図表１－６、１１１頁　図表１－

１１、１１３頁　図表１－１６を改変

❺疑義照会に関する事例

疑義照会を行わなかった事例

薬局ヒヤリ ･ハット分析表 2015年

　ヒヤリ・ハット事例のうち、疑義照会を行わなかったがその後疑義が生じた事例が１５０件報告さ
れています（集計期間：２０１５年１月１日～１２月３１日）。報告された事例に記載されていた疑義
照会をすべきであった内容を以下に示します。

疑義照会をすべきで
あった内容

主な事例の内容

患者

関連

患者氏名
・患者が持参した処方せんの医薬品を渡したが、処方せんが別人のものであった。
・患者が同姓の他患者の処方せんを持参したが、気付かず調剤した。

患者の病態
・併用薬の確認を怠り、糖尿病の患者にクエチアピンを渡した。
・糖尿病患者であることに気付かず、追加処方になったセロクエル錠をそのまま交
付した。

患者の副作用歴

・クラビットによる副作用（薬疹）歴がある患者に、レボフロキサシン錠が処方さ
れ、そのまま調剤した。
・ペニシリン系抗生物質で蕁麻疹の出たことがある患者にオーグメンチン配合錠が
処方されたが、鑑査不十分のまま渡した。

患者の年齢 ・ペリアクチンが新生児に禁忌であることを見落として交付した。

妊婦・授乳婦
・妊娠末期の患者に、妊娠末期の婦人に禁忌であるロキソニン錠を交付した。
・レバミピドを交付後、患者が授乳婦であることに気付き、処方医に連絡して処方
が取消しとなった。

医薬品

関連

相互作用
・内科でベルソムラ錠１５ｍｇ服用中の患者に、耳鼻科から禁忌薬のクラリスが処
方され、調剤した。

同一成分、

同効薬の重複
・定期薬にオメプラゾールが処方されている患者に対し、臨時でファモチジンが処
方されたが、そのまま交付した。

用法 ・グルベス配合錠の用法が毎食後となっていたが、気付かなかった。

用量
・１４カプセルまでの投与制限がある新薬が処方されたが、制限に気付かなかった。
・レンドルミンは３０日までという日数制限があることは理解していたが、３６日
分処方されたことに気付かなかった。

分量

・添付文書にて1日２０ｍｇまでのベルソムラ錠２０ｍｇを２錠１４日で交付した。
・医師はブルフェン錠１００　１日３錠で処方するつもりであったが、間違えて処
方せんにブルフェン錠２００と記載した。薬歴より前回はブルフェン錠１００　１
日３錠であったことに鑑査者、交付者は気付いたが、疑義照会せずそのまま交付した。
・スピリーバ２．５μｇレスピマット６０吸入を１日１回、１回１吸入で調剤し、
交付後に通常用量が１日１回、１回２吸入であることに気付いた。

投与日
・通常、２週に１度の服用だが、処方医が服用日を書き間違えたことに気付かなか
った。

処方漏れ ・定期処方のうち降圧剤の処方がないことを医療機関に確認しなかった。

※　薬局ヒヤリ・ハット事例収集・分析事業　平成２７年年報２１７頁　図表５－１６


